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静岡地学第 36号 (1977) 17 26 

南海地震による小笠町における被害状況と地盤との関係

* 

はじめに

本調査研究は岳洋中学校生徒( 沼@白旗. ) 11島e 竹田@鈴木. 林@山田)ととも

にお ζなったものであるO 小笠町において東南海地震(1944年 12月7日午後1時 36分E 熊野灘沖に

央をもっM=8.3、小笠町では震度ロ 4.5の地震.遠江地方に大きな被害をあたえた)による被害状況

は大庭正八 (1957)以外なされていない。被害当時は戦時下でもあり町役場にも記録は残ってい

ない。予想される御前崎沖地震に対する被害対策を構ずる上において、東南甑地震による被害状況を

ることは大切であると考えた。一軒一軒のきなみに調査し、当時の記鳴をさがし、つなげ、

時の被害状況を復原するという作業は、地元に生活する中学生ならできる O 昨年の 8月から調査を開

始した。学問的知識の乏しい中学校教師の指導による調査研究であり、調査方法、考察など雑さがあ

るがゆるしていただきたし、素朴な調査研究の をここにさせていただく。

1 . 被害状洗調査の

調査方法は、 a調査用紙( 項自一①記録者はどこにいたか@ のよう ③自分の

の被害状況.@毘関した被害のようす，⑤その他気づいた ζ と)を町内全戸に一軒一軒説明しながら

配布、 b当時のようすにくわしい人をさがし面談、 C被害当時の写真の発見、 d 被害のあとをと

どめている家屋の写真撮影、 a. b • c . dを整理分析していった。作業は現在続行中である O

(1) 家屋被害のよう

住家、非住家の被害程度を第 1図のようにら段階にわけ、調査結果を 1/2500の地形図に色別に

一軒一軒ぬり込み、家屋の被害分布図を作った(関 2) 0 さらに調査地域を地形上の位寵の特徴

から 12区切し、各被害段踏の数を集計をした(図 3， 4 ) 0 沖積低地にのる家屋の被害は極陀て

大きく、新第三系(堀ノ内属)の作る丘陵縁辺の家患の被害は小さくなれ新第三系上および法ょ積

地層(牧之原陳腐)上の家屋きの被害は誌とんどな"'0

西嶺田，蒜土地区等の農村地区において被害が極めて大きいことは軟弱地盤上であることが大き

な原因だが、屋摂裏にぎっしりと脱穀のすんだワラ束をつみ込んでいたため重心が高くなってい

たことも原閣である O 地面の大きな蔚北のゆれに
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われるがも横較した家監は非住家に多い。全壊をまぬがれた

から 30仰山 80仰北に離れた O 新道・堤などの家屋の

もおどるようにとびあがり

した蕗!苫街では、北の方へ将棋だ、お

しで倒壊している。 2階家屋のほとんどは、 1階の柱が折れぐしゃっとつぶれ、その上に 2階が

スポットのった形となっている。(写真 1.写真2は現在も 2階を 1階として使用している O

に家屋が建っている場合は被害が比較的小さく、南北に建っている家震に被害は大きく、北

へ倒壊している O ほとんどの家屋は南に揺するように建てられ、地震の宿北ゆれと合査したと思

われるO 予想される大地震によるゆれも南北と考えられ、東南海地震と問じ結果が予想される O

敷森などの樹木によりかかり、家屋のゆれをおさえ、倒壊をまぬがれ

家屋倒壊は家屋の中にいた人がゆれを感じす

ぐとびでて樹木などにしがみついたと問時に

倒壊しており、 2'"'"'3分の内と考えられる O

特に家屋被害の大きい、西ケ崎.西嶺田.

の家吾被害の分布を絵閣であら

わす。(第 5関，第 5図，第 7悶) 西ケ崎

地区で被害なしの は安政の において

も倒壊をまぬがれている O 写真 3fま西嶺田

仁橋付近で全壊をまぬがれ現存する北へかた

むくようすがはっきりみられる O

2 (堤)

国5 新遵@堤

もある O

1 カドヤ (新道)

8 (四嶺田)
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地震産後 ( 52年 8丹26話発見)
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(2) 地割れ等のようす

小さな地割れは各地でみられた O とくに沖積

{丘地では畑が地割れし水が吹きあがり水田のよ

うになったところもある O 菊川堤防西ケ崎では

4ケ所焔没している O 東小現駐在所付近道路が

地割れし交通不能となる。

(3) )/1.池.橋のようす

菊J11の水は大きくゆれJ11底が見えるほどで、

水面より 2m い堤防まで水があがった。
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堤防は凸凹と波うら E さらにへびのようにうねったO 地震のわずか後菊111が真黒くなって逆流して

きた。池の水は堤防をのりこえざあざあと流れでても半分程にへった。(中西谷の池)前関の池

は波のように60cmぐらいの段になって打らょせ、アシを折り、県道まで流れでた。防火用水は平

家の屋根まであがった。井戸水はでなくなってしまった所もあれ逆に井戸水が 1時間ぐらい吹

きでた所もある。堂山橋，花面橋は 1mぐらいとぴあがり、務ら真中で折れてしまった。水道管

は破裂し飲水に大変こまった O

(4) 人命の

家屋倒壊による圧死者13名、重傷後死亡
圏8 死亡者数

1名が確認できた。大人女子 4名中 8名は
l新 141池村i赤土i罷ケ崎 計

幼児救出のため に入り家康倒壊により
大 i男子 10 10 10 10  1010  

庄死、幼児の圧死 7名、このことはゆれを

じてから倒壊までの時間の短かさをもの

がたる O 学童 2名は爆弾の爆発とj思いにげ

れた結果校舎倒壊により圧死したもので

ある O タンス等家具のすき間に入りも
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から救出された幼党の数は多い。農村地域である

ため家躍が密集していず、避難 であったため が多いわりに人命の被害が少かった

と考えられる O 火災発生が少かったことも幸いした O

(5) 火災発

全焼火災は 2件発生(新道…… 2戸全焼 1戸半焼、大井航空隊消火にかけつける午後 g時沈火

1名死亡、堤…… 1戸全焼、 1名死亡)赤土、池村でも倒壊家麗から火災発生する ボヤでおさ

まる。大井航空隊より偵察機がくる O 写真撮影するが、ネガは発見されていない O

(6) 学校の被害のようすO

@平田小学校(現小笠北小) 5棟のうち 2棟全壊、生徒多数下敷となる。 2名圧死

の水、運動場まであふれでる O

@南山小学校(境小笠南小) 校舎 5棟のうら一番南の棟 400位かたむく o 3棟全壊、生徒全

員運動場で作業中のため難をのがれる。瓦はガラガラとおら、麗設はぐねぐねと波を打ったよ

うにまがり、自し
O 

めくれボロボロとおらてきた O 国旗掲揚台のポール 30 ぐらいかたむく O

@小笠小学校(現小笠東小)

(7) 地震のようす

e ゴォーゴォと山が鳴り、樹木がさわぎ、畑の牛はすわってしまった。

ニ官尊徳の銅像くずれる O 健所倒壊、校舎被害少

号電柱が折れも走っていた白 してしまった O

@虚空像の石燈ろうはゴロゴロと倒れた O

@余震が続き 12月いっぱいわら麗をたてて生活(14'-"15日開余震続く)

@当時は戦時下であれ物資がなく、食料もなくも被災者は本当に苦労したことがどの調査用紙

にもかかれている O
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小笠間の地盤について

地形について

2. 

(1) 

にのり、小小笠町の大部分は葱)11が作った沖積平野の

量、r，

I tI¥!; 九J1
11 IJ ‘ 
-fl!L .6¥ 

rJ3笠
J 警

大」のならだかな丘陵がつづき、の東部は新

らに牧之謀台地へとつづく O 沖積平野を流れる河)11は菊)[1

が東から牛淵)[1，丹野J11，江}11 ，高橋}11をあわせjとから

している Oへと

地盤の(2) 

を知るためにはボーリングデーターを沖讃地

11ケ所 20を訪問しもあつめなければならない。

めることができたo11ケ所のーターをのボーリング

ボーリングデーターだけでは充分小笠町の沖積低地全部を

面としてフォローすることは出難であったが、県

国

間諦F怠

ロ
@吋1)不均yグ雑誌

があきとあわせほぽ地下のータ上

(N値)、らかとなった O 以下各地点の柱状圏、

各地麗の平均N値をならべ、地質構造を考察する O

国g

江)11矯d 芹C 

-)) 

牛i'JfM)11堤防b 小笠北小学校a 

地表から 22mぐらいま

芹田橋地点関様にN値地表から3m60cmくも地表から 27mくちいまで軟弱な粘度がうずく砂

1以下の軟弱地震が25mいまでシルト混り砂操層で軟弱な粘土層、砂麗が層をはさんで堆積してい

ぐらい堆積するO 腐植物、があるO 牛灘)11の堆種物つづく O 北小地点にくらるo璃植物、貝化石を少

貝殻等も混っているO25mの深度まで極めて軟べ腐横物、異化石の含ま震含む。深くなるにつれ

弱な粘土層がわずか砂層れる量も少なくなっていて粘性が強くなり N簡が

をはさみ堆積しているO

円
/
ωつω

るO大きくなるが 10以下で種

めて軟弱地盤である O



eオイルシーノレ胞《

地表から 29mまて場粛

な粘土麗が堆積している O

地表から 3m30cmまで多

を含んでいる。

雇用保進住宅

地表から 25mぐらい軟

弱地躍が堆積し深震 3m

-----14mぐらいはN値Oで

貝殻片を含む軟

弱な地震がある。

f 小笠町役場

地表から 23mまで鰻め

て軟弱な地層がつづく O

地表から 6mまで粘性の

強い瀦植物を多量に含む

シルト しその下23

mまではN値 Oというま

ったく軟弱なシルト麿30

m地点でも基底岩盤にと

どいていなく、この地点、

にほぼ丹野JlIの樫没谷が

きているのではないかと

思われるO

g 掛川信用金態

地表から 20mぐらいま

でN鐙Gの極めて軟弱な

シルトj膏

ボーリン

しているO

でとどいていないためは

っきりしたことはわから

なし、。

12mで終り

砂!曹となっている。この

砂層はN値 5となれし

まってい まで

ボ…リングがとどいてい

ないが、すぐ下にきてい

ると思われる湾内、湾の

奥にあたり

と考えられる。

した

-23-

h 小笠農協

ま

地表から 25m30 仰ぐ

らいまで軟弱な地層が堆

積している。とくに深度

6 m"'" 13mまでの関はN

値O

む極めて軟弱な粘土j警が

堆積しているO

k 小笠南小学校

地表から 18mまで軟

弱地層が堆積している。

璃植物を含むこの地点

からわずか 50mほどで

第三紀の丘陵となりま

す。
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(2) 小笠町の地形のうつりかわり

現菊)11低地は、浜名、期

以上に静かな湖沼でE あ

ろう O 湖沼の中心部に中

嶺田にあたる O 堂山，志

茂組，西ケ崎は島であっ

たろう O 黒沢は水草がお

いしげってし 1た。

'0由 A
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ボーリングヂ…タ-11ケ所20本と電気探査結果から第11図のA-A/

B -B//，C-げの断面函を想定する O 菊J11.牛掛J1Iの埋没谷の

がほぼおさえられ 菊)11の埋没谷と円野JIIの埋没谷との合流地点は

中嶺由，堂山のほぼ中間と考えられる。
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3. 被害状況と地盤との関係

① 各地区について

A地区(大石)……被害のようすは

で作られる丘陵の上にのり E

全壊家屋の被害がでている O

B地区(酒ケ崎)……軟弱な沖積地層の上にのり被害が大きい地庄である。しかし被害なしの家

を境にして北と南とで大きくちがう O 県道の北側は

には被害が少なくも県道の南側は沖積地震となり軟弱で

があれこの家屋は安政の大地震でも倒壊をまぬがれている O これは沖積地層に頭をつきだ

すように第三紀地層が露出し、その上にのる家屋である O

C地区(東，中，四嶺田)……被害の一番大きい地区である O 部嶺田の下に菊)11の埋没谷が想定

でき(地表下 35---36m)!享く軟弱地層が堆積していることが被害の原因と考えられる O 中嶺田

は菊)11の埋没谷と丹野JIIの埋没谷との合流地点になると思われ、被害は大きくでている。

田の県道北側は急激に被害が小さくなっているが、これは大石の第三紀!曹がつらなり く

にきているからと考えられる O

D地区(上平)11)……調査戸数が少なく正確に結果がでていないが、菊)11，牛淵JIIにはさまれ、

沖積原の上にのるが百 がうすく、 ぐ下にくるためも 田にくら

が少ないと考える O

E地区(堂山 )F地区(志茂組)……両地区は全壊家屋が集中している中でE 被害なしの家障が

ある O 西ケ崎と同様、第三紀地層が地表にあらわれこの上の家屋に被害がみられない。

G地区(堤，新道，下平JII)……被害の大きい地区である O 関!高街で、家屋が密集しているため

将棋だおしの状態で被害を大きくしているo Nfi直2以下の軟弱地層が原因であろう O

H地区(赤土)……被害のはげしさはC地区と間接である。丹野)11の壇没谷がこの下に考えられ

壊没谷は地表下30mぐらいと思われる O この地点のボ…リングデーターはないがN値の o'-""' 1 

の地層が 15---6mあると考えられる O

I地区(石原，東組，概革)J地区(市場，宮下，虚空蔵 )K地区(前岡，南山新道，山平)

L地区(佐東谷，高橋 )N地区(河東)…… ζ れらの地区は ある の作る丘陵

の縁辺に位置し、そのため被害は急激に小さくなっている O

N地区(古谷)……第三紀腐の作る丘綾の上にのる家屋、縁辺の家屋が多く は小さい。沖積

平野の上にのる家屋も被害が小さいことは、

丹野地区………洪積地層(牧之原錬躍)または~ー

がうすいと考えられる。

の上にのるためほとん はみられな

し、。

② 全体をみて

調査地域の小笠町の表層地層は、沖積地層，第三紀層(堀之内砂泥互膳、凝灰岩層)洪積麓(牧

之掠機農)が分布し、それぞれの地層上の家屋被害にはっきりと特徴がみられる O

洪積地磨 第三紀}醤 第三紀層丘陵の縁辺 沖積地層

@く 被害 iT-Q9 

沖積地層の基底岩の深度が大きく、沖積地層が厚いほど被害は大きい。

に
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岳洋中付近故当時家霊がなく沼地状態で西嶺田にくらべ、沖積地麗はうすいが、西嶺自にくらべ

腐植物を多く含み粘性の低いN鐘o.....-O. 5の が摩く堆積しており、今後被害が予想される。

考書

おわりに

調査の結果、最も被害の大

きいだろうと予想される地底

がなく、

は現われていないが

その地域には埋めた

が新築され人家がてら

っている。予想される大地

に相当な被害が予想される。その他、地割れ、地下水の噴出地域もこの ら充分予想、で

きる O ζの結果を改めて、防災、避難という観点でまとめる必要がある O この作業は町役場等の行

政の面で進めていただくことが適当である O 地味な樹難な調査を生徒はやりとげた O 大庭先生の研

究の構えに教えられ、そして今E 生徒のエネルギーに感動しているO 公務多忙の中で一応の調査研

究を終え、まとめることができたのは、横山校長、浅現教頭、大倉学年主任、佐塚，岡田、両理科

部の先生E 諸先生方があたたかくはげましてくれたからであるO 用務員のおじさんにも大きな迷惑

をかけた。この場をおかりして深く感謝いたします O
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